
(57)【要約】

【課題】ノズル（１１２）の上流側翼付きディスク（１

２２）と下流側翼付きディスク（１２４）との間でガス

タービンのロータ内に挿置され、かつハニカム式アルベ

オラシール（１２０）が設けられた形式のガスタービン

段のノズル（１１２）用の簡易支持装置（１１０）を提

供する。

【解決手段】該ガスタービン段のノズル（１１２）は、

ノズルセグメント（１１２）に分割された環状の本体を

含み、ハニカム式アルベオラシール（１２０）が、これ

らのノズルセグメント（１１２）に直接固定される。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル （ １ １ ２ ） の 上 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク （ １ ２ ２ ） と 下 流 側 翼 付 き デ
ィ ス ク （ １ ２ ４ ） と の 間 で ガ ス タ ー ビ ン の ロ ー タ 内 に 挿 置 さ れ 、 か つ ハ ニ カ ム 式 ア ル ベ オ
ラ シ ー ル （ １ ２ ０ ） が 設 け ら れ 、 該 ノ ズ ル （ １ １ ２ ） が ノ ズ ル セ グ メ ン ト （ １ １ ２ ） に 分
割 さ れ た 環 状 の 本 体 を 含 む 、 ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル （ １ １ ２ ） 用 の 簡 易 支 持 装 置 （ １ １
０ ） で あ っ て 、 該 簡 易 支 持 装 置 （ １ １ ０ ） 内 で 、 前 記 ハ ニ カ ム 式 ア ル ベ オ ラ シ ー ル （ １ ２
０ ） が 、 前 記 ノ ズ ル セ グ メ ン ト （ １ １ ２ ） に 直 接 固 定 れ て い る こ と を 特 徴 と す る 支 持 装 置
（ １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ハ ニ カ ム 式 ア ル ベ オ ラ シ ー ル （ １ ２ ０ ） が 、 前 記 ノ ズ ル セ グ メ ン ト （ １ １ ２ ） の 下 部
プ ラ ッ ト ホ ー ム （ １ ３ ０ ） に 結 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 支 持 装
置 （ １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ノ ズ ル （ １ １ ２ ） 内 に 、 前 記 上 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク （ １ ２ ２ ） 及 び 前 記 下 流 側 翼 付 き
デ ィ ス ク （ １ ２ ４ ） を 冷 却 す る 空 気 用 の 冷 却 穴 （ １ ２ ６ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 支 持 装 置 （ １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 冷 却 穴 （ １ ２ ６ ） が 、 前 記 ノ ズ ル セ グ メ ン ト （ １ １ ２ ） の 前 記 下 部 プ ラ ッ ト ホ ー ム （
１ ３ ０ ） の 近 傍 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 支 持 装 置 （ １ １ ０
） 。
【 請 求 項 ５ 】
該 支 持 装 置 は 、 低 圧 ガ ス タ ー ビ ン の 第 ２ 段 ノ ズ ル （ １ １ ２ ） に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 支 持 装 置 （ １ １ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル 用 の 簡 易 支 持 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
公 知 の よ う に 、 ガ ス タ ー ビ ン は 、 圧 縮 機 と １ つ 又 は そ れ 以 上 の 段 を 備 え る タ ー ビ ン と か ら
な る 機 械 で あ り 、 こ れ ら の 構 成 部 品 は 回 転 シ ャ フ ト に よ っ て 互 い に 結 合 さ れ 、 ま た 圧 縮 機
と タ ー ビ ン と の 間 に 燃 焼 室 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ら の 機 械 に お い て は 、 圧 縮 機 は 、 外 部 環 境 か ら 得 ら れ る 空 気 が 供 給 さ れ て そ の 空 気 を
加 圧 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
加 圧 さ れ た 空 気 は 、 先 細 の 部 分 で 終 わ る 一 連 の 予 混 合 室 を 通 っ て 流 れ 、 該 予 混 合 室 の 各 々
の 中 に 噴 射 器 に よ り 燃 料 が 供 給 さ れ 、 該 燃 料 は 空 気 と 混 合 さ れ て 燃 焼 用 の 燃 料 空 気 混 合 物
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
燃 料 は 燃 焼 室 の 中 に 流 入 さ せ ら れ て 、 対 応 す る 点 火 プ ラ グ に よ り 点 火 さ れ て 燃 焼 を 生 じ 、
そ の 燃 焼 は 、 温 度 及 び 圧 力 を 上 昇 さ せ 、 従 っ て ガ ス の エ ン タ ル ピ ー を 増 大 せ る よ う に 設 計
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
同 時 に 、 圧 縮 機 は 、 加 圧 さ れ た 空 気 を 供 給 し 、 そ の 空 気 は バ ー ナ 及 び 燃 焼 室 の ラ イ ナ の 両
方 を 通 っ て 流 れ 、 該 加 圧 空 気 が 燃 焼 を 維 持 す る の に 利 用 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ の 後 、 高 温 高 圧 の ガ ス は 、 対 応 す る 管 を 通 っ て タ ー ビ ン の 異 な る 段 に 達 し 、 該 タ ー ビ ン
が 、 ガ ス の エ ン タ ル ピ ー を ユ ー ザ に 利 用 で き る 機 械 的 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
例 え ば 、 二 段 式 タ ー ビ ン で は 、 ガ ス は 、 極 め て 高 温 か つ 高 圧 状 態 で 第 １ タ ー ビ ン 段 に お い
て 処 理 さ れ 、 そ こ で 最 初 の 膨 張 を 行 い 、 ま た 第 ２ タ ー ビ ン 段 に お い て 、 該 ガ ス は 、 前 の 第
１ タ ー ビ ン 段 に お け る よ り も 低 い 温 度 及 び 圧 力 状 態 で 第 ２ の 膨 張 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 特 定 の ガ ス タ ー ビ ン か ら 最 大 の 性 能 を 得 る た め に は 、 ガ ス の 温 度 は 可 能 な 限 り 高 く
す る 必 要 が あ る が 、 タ ー ビ ン の 使 用 に お い て 用 い る こ と が で き る 最 大 温 度 値 は 使 用 さ れ て
い る 材 料 の 強 度 に よ り 制 限 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
公 知 の 技 術 に よ る ガ ス タ ー ビ ン の 異 な る 段 の ス テ ー タ ノ ズ ル 及 び ロ ー タ ブ レ ー ド の シ ス テ
ム に つ い て こ こ で 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 １ 段 ノ ズ ル は 、 第 １ 段 ロ ー タ の 取 入 口 に 好 適 な 状 態 の 燃 焼 ガ ス の 流 れ が 存 在 す る よ う に
す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ガ ス タ ー ビ ン の 第 ２ 段 用 の ノ ズ ル 組 立 体 は 、 環 状 の 本 体 か ら 構 成 さ れ 、 該 本 体 は 、 次 に ノ
ズ ル セ グ メ ン ト に 分 割 さ れ る こ と が で き 、 各 セ グ メ ン ト は 一 般 的 に 対 応 す る 翼 形 輪 郭 を 備
え る 翼 形 部 に よ り 形 成 さ れ 定 め ら れ る ノ ズ ル に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 第 ２ 段 用 の ノ ズ ル 組 立 体 は 、 外 部 側 で タ ー ビ ン 本 体 に 結 合 さ れ 、 ま た 内 部 側 で 対 応 す
る 環 状 の 支 持 体 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 点 に 関 し て 、 ス テ ー タ は 、 ノ ズ ル の 取 入 口 と 出 口 と の 間 の 圧 力 低 下 に よ る 高 圧 荷 重 を
受 け る こ と に 注 目 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 上 に 、 ス テ ー タ は 、 燃 焼 室 及 び 前 段 か ら 得 ら れ る 高 温 ガ ス の 流 れ と 、 熱 及 び 機 械 的 観
点 か ら 最 大 の 応 力 に 曝 さ れ る 部 分 を 冷 却 す る た め に タ ー ビ ン 内 に 導 入 さ れ る 冷 却 空 気 の 流
れ と に よ り 、 高 い 温 度 勾 配 を 受 け る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ガ ス タ ー ビ ン の 技 術 に お い て 特 に 重 要 な 別 の 問 題 は 、 異 な る 温 度 及 び 圧 力 を も つ 区 域 を 分
離 す る 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
具 体 的 に は 、 ノ ズ ル セ グ メ ン ト と 環 状 支 持 体 と の 間 の 内 部 拘 束 区 域 が 、 こ れ ら の 区 域 の １
つ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ ま で 製 作 さ れ て き た ガ ス タ ー ビ ン に お い て は 、 ノ ズ ル 自 体 の 上 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク を
下 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク か ら 分 離 す る た め に 、 ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト と ロ ー タ 内 に 挿 置
さ れ た ハ ニ カ ム 式 ア ル ベ オ ラ シ ー ル と を 含 む 機 械 的 シ ス テ ム を ノ ズ ル の 下 方 に 取 り 付 け る
こ と で 、 こ の 問 題 は す で に 解 決 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 公 知 の 構 成 で は 、 シ ュ ラ ウ ド と し て 知 ら れ る セ グ メ ン ト に よ り 外 部 側 で 本 体 に 結 合 さ
れ て い る 各 ノ ズ ル セ グ メ ン ト は 、 そ の 内 部 側 に ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト を 支 持 し 、 該 ダ
イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト は 、 次 に そ の 内 面 に ハ ニ カ ム 式 ア ル ベ オ ラ シ ー ル を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト は 、 各 構 成 要 素 上 に 対 応 し て 設 け ら れ た 鉤 部 及 び 溝 に よ り ノ ズ
ル セ グ メ ン ト に 結 合 さ れ る 。 ロ ー タ の 翼 付 き デ ィ ス ク に 対 す る シ ー ル 機 能 は 、 ダ イ ア フ ラ
ム 式 セ グ メ ン ト に 組 み 込 ま れ た 薄 片 に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
翼 付 き デ ィ ス ク の 冷 却 シ ス テ ム は 、 そ れ が 在 る 場 合 に は 、 ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト 内 に
設 け ら れ た 穴 の 形 状 を し た 空 気 用 通 路 を そ の 最 終 セ ク シ ョ ン に 含 む 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 前 述 の 公 知 技 術 に 改 良 を 施 す こ と で あ り 、 具 体 的 に は 、 コ ス ト の 大 き な
削 減 を 可 能 に す る 、 ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル 用 の 簡 易 支 持 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 ロ ー タ の 翼 付 き デ ィ ス ク の 改 良 さ れ た 冷 却 を 可 能 に す る 、 ガ ス タ ー
ビ ン 段 の ノ ズ ル 用 の 簡 易 支 持 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 特 に 信 頼 性 が あ り か つ 機 能 的 で あ る 、 ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル 用 の
簡 易 支 持 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る こ の 目 的 及 び 他 の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た よ う な ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ
ズ ル 用 の 簡 易 支 持 装 置 を 提 供 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に よ る ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル 用 の 簡 易 支 持 装 置 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 添 付 の 概 略 図
を 参 照 し て 非 限 定 的 な 実 施 例 に よ り な さ れ る 以 下 の 説 明 か ら よ り 明 ら か に な り 一 層 明 確 に
な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 ガ ス タ ー ビ ン 自 体 の ロ ー タ 内 に 挿 置 さ れ て ノ ズ ル １ ２ 自 体 の 上 流 側 翼 付 き デ ィ ス
ク ２ ２ を 下 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク ２ ４ か ら 分 離 す る 、 全 体 を 符 号 １ ０ で 示 す ガ ス タ ー ビ ン 段
の ノ ズ ル １ ２ 用 の 支 持 装 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル １ ２ は 、 環 状 の 本 体 を 含 み 、 該 本 体 は 、 次 に ノ ズ ル セ グ メ ン ト １
２ に 分 割 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
各 ノ ズ ル セ グ メ ン ト １ ２ は 、 外 部 側 で シ ュ ラ ウ ド １ ６ と し て 知 ら れ る セ グ メ ン ト に よ り ガ
ス タ ー ビ ン 本 体 １ ４ に 結 合 さ れ 、 そ の 内 部 側 で 支 持 装 置 １ ０ に よ り 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 支 持 装 置 １ ０ は 、 各 構 成 要 素 上 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 駒 部 及 び 溝 に よ り ノ ズ ル セ グ メ
ン ト １ ２ に 結 合 さ れ た ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト １ ８ と 、 ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト １ ８
の 内 側 に 設 け ら れ た ハ ニ カ ム 式 ア ル ベ オ ラ シ ー ル ２ ０ と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ロ ー タ の 翼 付 き デ ィ ス ク ２ ２ 及 び ２ ４ に 対 す る シ ー ル 機 能 は 、 ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト
１ ８ 内 に 組 み 込 ま れ た 薄 片 に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ メ ン ト １ ８ 内 に は 、 上 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク ２ ２ 及 び 下 流 側 翼 付
き デ ィ ス ク ２ ４ を 冷 却 す る 空 気 用 の 冷 却 穴 ２ ６ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ２ は 、 全 体 を 符 号 １ １ ０ で 示 す 本 発 明 に よ る ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル １ １ ２ 用 の 簡 易 支
持 装 置 を 示 し 、 公 知 技 術 の 図 １ に 示 す 構 成 部 品 と 同 じ ／ 等 し い 構 成 部 品 は 数 字 １ ０ ０ だ け
増 し た 同 じ 参 照 符 号 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 示 さ れ た 本 発 明 に よ る 実 施 例 で は 、 簡 易 支 持 装 置 １ １ ０ は 、 実 質 的 に 唯 １ つ の ハ ニ カ ム
式 ア ル ベ オ ラ シ ー ル １ ２ ０ を 含 む 。 こ の ア ル ベ オ ラ シ ー ル １ ２ ０ は 、 ダ イ ア フ ラ ム 式 セ グ
メ ン ト を 含 ま な い 状 態 で 、 ノ ズ ル セ グ メ ン ト １ １ ２ の 下 部 プ ラ ッ ト ホ ー ム １ ３ ０ に 直 接 固
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 ノ ズ ル １ １ ２ 内 、 特 に ノ ズ ル セ グ メ ン ト １ １ ２ の 下 部 プ ラ ッ ト ホ ー ム １ ３ ０ の 近 傍
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に は 、 上 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク １ ２ ２ 及 び 下 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク １ ２ ４ を 冷 却 す る 空 気 用 の
冷 却 穴 １ ２ ６ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
例 え ば 、 低 圧 ガ ス タ ー ビ ン の 第 ２ 段 の ノ ズ ル １ １ ２ 用 に 用 い ら れ る 簡 易 支 持 装 置 １ １ ０ に
つ い て の 解 決 策 は 、 公 知 技 術 に よ る 支 持 装 置 １ ０ に つ い て 解 決 策 よ り も 間 違 い な く よ り 安
価 で あ り 、 同 時 に 、 吹 抜 け に よ り 生 じ る 損 失 が 減 少 さ れ る の で 、 翼 付 き デ ィ ス ク １ ２ ２ 及
び １ ２ ４ の ウ ォ ッ シ ン グ の 効 率 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 述 の 説 明 に よ り 、 本 発 明 の 主 題 で あ る ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル 用 の 簡 易 支 持 装 置 の 特 徴
を 明 ら か に し 、 ま た 対 応 す る 利 点 を 明 ら か に な っ た が 、 そ れ は 以 下 の も の を 含 む こ と を 記
憶 さ れ た い 。
・ 使 用 が 簡 単 か つ 信 頼 性 が あ る こ と 。
・ 製 造 コ ス ト が 大 き く 低 減 さ れ る こ と 。
・ メ ン テ ナ ン ス が 容 易 に で き る こ と 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
最 後 に 、 そ の 全 て が 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 内 に 入 る 多 く の 修 正 及 び 変 更 を 、 ガ ス タ ー ビ ン 段
の ノ ズ ル 用 の こ の よ う に 設 計 さ れ た 簡 易 支 持 装 置 に 対 し て 行 う こ と が で き 、 そ の 上 、 全 て
の 細 部 は 、 技 術 的 に 均 等 の 要 素 で 交 換 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。 実 施 に お い て 、 任
意 の 材 料 、 形 態 及 び 寸 法 を 、 技 術 的 要 求 に 応 じ て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 符 号 は 、 理 解 容 易 の た め で あ っ て な ん ら 発 明 の 技 術 的
範 囲 を 実 施 例 に 限 縮 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 現 在 の 技 術 に よ り 公 知 で あ る よ う な ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル 用 の 支 持 装 置 の 断 面
図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ガ ス タ ー ビ ン 段 の ノ ズ ル 用 の 簡 易 支 持 装 置 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ ０ 　 簡 易 支 持 装 置
１ １ ２ 　 ノ ズ ル
１ ２ ０ 　 ハ ニ カ ム 式 ア ル ベ オ ラ シ ー ル
１ ２ ２ 　 上 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク
１ ２ ４ 　 下 流 側 翼 付 き デ ィ ス ク
１ ２ ６ 　 冷 却 穴
１ ３ ０ 　 下 部 プ ラ ッ ト ホ ー ム
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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